
野菜販売概況速報 （大田市場）  令和６年１１月２２日（金）　
　

　【大田市場　天気：晴れ　１８℃】
長

　気温低下により果菜類中心に野菜全般で入荷量は減少。冷え込みにより加熱商材や鍋商材の

　末端消費が伸びる環境下だが、末端売価の高止まりにより注文の伸びは鈍く荷動きは緩慢。

きゅうり～宮崎・関東産は天候不良により入荷量は減少だが、注文は少ないため相場は保合。 品名 数量  ｔ 前日比

　　　　　次週は全体量次第の販売だが、荷動きは鈍化傾向のため相場は下げ見通し。 だいこん 414 94%

トマト類～大玉・チェリーは西南暖地産が低調入荷で週末注文に対して不足感強く相場は強保 キャベツ 482 72%

　　　　　合。次週はこれまでの相場高騰から注文減少となるが入荷少なく相場は保合見通し。 レ タ ス 174 84%

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ  ～西南暖地・埼玉産の入荷量は横ばいで相場は保合。次週は九州産発泡物中心に横ば はくさい 605 70%

　　　　　いで気温低下により引き合いは一定程度あるため相場は保合見通し。 にんじん 287 102%

に　　ら～相場は保合。次週は西南暖地産の入荷量は緩やかに増加するが、栃木産は低調入荷 ねぎ 211 79%

　　　　　となりＦＧ物・束物ともに不足感のある販売が続くため相場は保合見通し。 きゅうり 133 54%

春　　菊～関東産中心に潤沢入荷だが、週末需要により引き合いはあるため相場は保合。次週 トマト 103 61%

　　　　　は全体量が多い中で週末需要の終了により引き合いは弱まるため相場は下げ見通し。 ほうれん草 70 69%

ね　　ぎ～相場は保合。次週は関東産が増量している中で末端売価の高止まりにより注文は減 たまねぎ 620 170%

　　　　　少傾向で荷動きは鈍化しているため相場は下げ見通し。 じゃがいも 344 115%

生しいたけ～東北産の入荷量は概ね横ばいで荷動きは良好なため相場は保合。次週は各産地と 野菜計 4,922 89%

　　　　　もに横ばい推移で過不足のない販売環境が続くため相場は保合見通し。

値  動  き

ブロッコリー ＡＬ12玉

トマト  ＡＭ 　： 

チェリートマト  ＡＭ 　：

　：　-1200-

　               ＪＡ全農福島　園芸部　東京園芸事務所

東京都中央卸売市場入荷概数

熊本ＡＭ：4000-3500
愛知ＡＭ：4000-3500

栃木束：100-90
高知ＦＧ：110-100

熊本AMバラ:3500-3000
愛知200ｇパックAM：230-200

東北秋冬ＡＬ：1800-1600
関東秋冬ＡＬ：-2300-

埼玉ＡＬ24玉ＤＢ：-2400-
長崎ＡＬ20玉発泡：3000-2800

概        況 他産地状況

きゅうり
露地A
抑制Ａ

　：　-2500-
　：　2600-2500

関東抑制Ａ：2600-2500
宮崎Ａ：3300-3000

品　　目

秋田100ｇパックA：130-120

しゅんぎく  Ａ ：　120-100 関東露地：-100-

ねぎ ＡＬ 　：

に　　　ら 　ＡＬ束 ：

生しいたけ 特A 　： 130-110


